
【一社）京都府農業会議　「１市町村１事例づくり」様式】

１　農業委員会の体制と市町村行政との連携状況

２　地区の特徴、状況、課題

３　委員による継続した話し合いの取組内容 ４　成果（地域計画の実行に向けた取組内容）

※事例候補（地区連絡会議の単位が望ましい）の選定や作成にあたっては、農業会議の現地推進役と相談してください

（地区の課題）   地区内の農家の高齢化が進んでおり、大規模な経営体は存在せず、平均面積が6a程度の小規模な圃場である。

「地域計画 祝園･稲田地域説明会（精華町）」

（　写　真　）

　町内１８地域毎で行った話し合いで出た課題や作成した現況地図を基に、北

部・中部・南部に分けた地域計画案及び目標地図案を作成し、地域別説明会を

開催した。

　祝園・稲田地域説明会では農業会議の現地推進役にも参加いただき、地元関

係者２６人が参加され、農地利用最適化推進委員の進行のもと、地域計画案お

よび目標地図案について協議を行った。

　地域計画案及び目標地図案を見ながら、地域の状況と課題

等を改めて話し合いながら再認識することで、修正点などの

指摘もあり、計画・地図の精度を高めることにもつながっ

た。

（市町村の概要）京都府の南西端に位置し、併せて日本そして近畿圏の中で、ほぼ地理的中心に位置している。 

（地区の概要）   ３地域の中で町内中部に位置し、比較的平坦な水田が多い地域。いちご園もこの地域にある。

○　事務局職員　　　　　　： ２人

○　関係団体（名称のみ） 農政課

○　市町村行政との連携状況：

京都府　精華町農業委員会

○　農業委員　　　　　　　： ７人

○　農地利用最適化推進委員： ２人

京都府


